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これにより 440もの村か消滅し， 7万人以上か殺害され， 100万人を超える





保持する権利がある (58条） とうたわれ， I-先住民語がグアテマラ国家の






















グアテマラ国立統計局による国勢調査は，今まで 1981年， 1994年， 2002
年の 3回実施されており，次回は本年 (2018年） 7月から 8月にかけて行わ
れ，結果は 2019年に発表される予定である。
和平合意締結前の 1981年及び 1994年の調査における民族・言語について
は， "indigena"(先住民）と "noindigena" (非先住民）の 2分類のみであっ










全 国 都市部 地 方
1総人口 11,237,198 i 5,184,835 6,052,361 
， マヤ系 4,411,964 ＇ 1,396,490 3,015,474 
シンカ 16,214 3,180 13,034 
ガリフナ 5,840 4,381 658 
ラディーノ 6,750,170 3,759,737 2,390,438 
その他 53,608 21,047 32,761 
出典： 2002年グアテマラ国勢調査（グアテマラ国立統計院： pp. 33-34) 
注） 所属民族グループ名の「マヤ系」は調査ではマヤ諸語21言語と同じ名称に分類されてい
たが，ここては総称して―マヤ系＿と記す。
表 2 第一言語（発話習得言語）10; とそれ以外に使用する言語I'
（単位：人 *3歳以上を対象とする）
3歳以上 第一言語
人口 マヤ諸語 シンカ語 ガリフナ語 スペイン語 その他
総数 10,283,387 3,174,383 1,283 3,564 7,080,909 23,248 
バイリンガル 2,181,021 1,790,524 495 2,686 374,308 13,008 
《第一言語以外） ！ ， 
マヤ諸語 259,331 55,660 176 87 202,190 1 618 
' シンカ語 2,121 675 8 1,429 • 8 
ガリフナ語 2,302 983 ， 1,295 15 
スペイン語 1,744,555 1,729,587 279 2,457 12,342 
その他 172,602 3,618 31 134 168,794 25 
モノリンガル 8,102,366 1,383,859 788 878 6,706,601 10,240 
出典： 2002年グアテマラ国勢調査（グアテマラ国立統計院： p. 35) 
注） ―マヤ諸語ーは調査ではマヤ系 21言語が列記されたが，ここでは総称し「マヤ諸語」と
記す。






























































































































れゆえ，表 2「第一言語（発話習得言語）」では， シンカ語が 1,283名である

































































出所： No a la Mina (ラテンアメリカ鉱山反対協会）
グアテマラ・憲法裁判所前に集まるシンカの人
















グアテマラでは 2002年の国勢調査以来の調杏が 2018年 7月から 8月にか
けて行われる。調査主体の国立統計局のホームページを見ると，先住民への差
別対策大統領府委員会 (Comisi6nPresidencial contra la Discriminaci6n 






I; 狐鯰 2006.pp. 135-136 
2〉 Ibid.p;:,. 135-135. 
3〉 小林 2006,;:,;:,. 170-171. 
4) 桜井 2011,p. 19. 
5) 小林 op,cit, pp. 172-173 
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9) 原文では "pertenenciaetnica" 
10) 廃文ては "idiomaen q:.ie aprendi6 a hablar". 
JI) 原文では "otroidioma que habla" 
12) ロメロ 2018,pp. 306-308 
13) 富田 2017. p. 21. 
14) 富田 2014,p 238. 
15) 国立紐計院による 2011年の推古値として， シンカとガリフナを合社すると，
総人口の 24パーセントを占めるというデータもある。〈外務省グアテマラ共和伍
基礎データ： r.t;:,s:/ 1 www.mofa.go.jp/::-:ofaj;'area1 g:.iatema:a, data.r.tr.il:.sec 
tion I, 2018年 6月 14日検索）
16) 近隣言語の中ではエル・サルバトル東部に現在も話者が存在するレンカ
(lenca)語と最も類似が見られるという (Campbell,1997, p. 166)。また，布者
が 1960年代に生きたシンカ語調森を行ったシューマン博士に直接聞いたところ







17) Shumann, 1967, pp. 8-9 
18) Campbell, 1997, p. 166. その他「EndangeredLanguages Project消滅の危
機言語プロジェクト」によると，話者数は 0, 準話者数は 2名とされる。




20) 原文は "DependenciaPresidencial de Asistencia Legal y Resoluci6n de 
Conflictos sobre la Tierra" (L. Zuleta, C.Nassar y F. Gamarra, 2003, p. 90.) 
21) 敦賀 2008,p. 125. 




24) Letonia, Zuleta, C. i'.assar y F. Gamarro, op. cit., pp. 99-100. 
25) Ibid. pp. 126-128. 
26) Dary 2010, pp. 192-193. 
27) Letonia, Zuleta, C. Nassar y F. Gamarra, op. cit. p. 85 
28) Ibid, p. 83. 
29) 2012年4月に士地奪回を求めてマヤの人々とデモ行進を行い (PrensaLibre 
紙2012年4月 10日），同年8月にも教育省に対し， シンカの伝統的文化教育を
認めるよう支援を求める (PrensaLibre紙 2012年 8月 29日）など， シンカの
活動は同国の主要紙で報道されている。
30) ここでは，筆者が 2006年 8月と 2007年8月にサンタ・ロサ県グアサカパン町
で「グアテマラ・シンカ議会」のメンバーを訪問した際に得た情報から概要をま
とめる。
31) h ttps:/ /noalamina.org/latinoamerica/ guatemala/i tem/39619-constitucw 
nal-de-guatemala-evaluara-existencia-de-etnia-xinca-opuesta-a-mina (2018年
5月7日検索）
32) http://www.afpbb.com/articles/-/3126671 (2018年 5月 10B検索）
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